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むかし、 むかし、 おじいさんと おばあさんが ありま 

した。 ある 日お じいさん は 山へ しば 刈りに 行きました _ 

せんたく 

おばあさん は 川へ 洗濯に 行きました。 おばあさんが 川 

せんたく む 

で ぼち やぼち や 洗濯 をして いますと、 向こうから 大き 

ぅリ なかき 

な 瓜が 一 つ、 ぼっかり、 ぼっかり、 流れて 来ました。 

み 

おばあさん は それ を 見て、 

「おやおや、 まあ。 めずらしい 大きな 瓜 だ こと、 さぞ 

おいしい でしよう。 うちへ 持って 帰って、 おじいさん 

と 一 一人で 食べ ましょう ご 



さき うり よ ひろ あ 

といい いい、 つえの 先で 瓜 を かき 寄せて、 拾い上げ 

て、 うちへ 持って 帰りました。 

夕方に なると、 おじいさん はいつ ものと おり、 しば 

かえ き 

をし よって 山から 帰って来ました。 おばあさん はに こ 

でむか 

にこしながら 出迎えて、 

「おやおや、 おじいさん、 お帰り かえ。 きょうは おじ 

す ひろき 

いさんの お好きな、 いい もの を 川で 拾って 来ました か 

- やたり た おも 

ら、 おじいさんと 二人で 食べましょうと 思って、 さつ 

ま 

きから 待って いたのです よご 

ひろ きう リだ み 

といって、 拾って 来た 瓜 を 出して 見せました。 

「ほう、 ほう、 これ はめず らしい 大きな 瓜 だ。 さぞお 



いしいだろう。 早く 食べたい な あご 

と、 おじいさん はいいました。 

だいどころ ほうちょう も き 

そこでお ばあさん は、 台所から 庖丁 を 持って来て、 

瓜 を 二つに. as ろうとし ますと、 瓜 は ひとりでに 中から 

ぼんと 割れて、 かわいらしい 女の子が とび 出しました。 

「おやおや、 まあ」 

といった まま、 おじいさん もおば あさん も、 びつ く 

リ して 腰 を 抜かして しまいました。 しばらくして おじ 

いさんが、 

こども な 

「これ はきつ と、 わたしたちに 子供の 無い の を かわい 

そうに 思つ て、 神 さまが さずけて 下さった ものに ちが 



はた まいにち まいにち 

機 をお じいさんに こしらえて もらって、 毎日、 毎日、 

とんから りこ、 とんから リこ、 ぎい ぎい ばったん、 ぎ 

いばつ たん、 機 を 織って いました。 おじいさん はいつ 

ものと おり、 山へ しば 刈りに 出かけます。 おばあさん 

せんたく で うりこ ひめこ ひと リ 

は 川へ 洗濯に 出かけます。 瓜 子 姫 子 は あとに 一人、 お 

£ す +5 ん 

となし くお 留守番 をして、 あいかわらず、 とんから り 

こ、 とんから りこ、 ぎい ぎい ばったん、 機 を 織って い 

ました。 

おじいさんと おばあさん は、 いつも 出が けに 

ぅリこ ひめこ む 

瓜 子 姫 子に 向かって、 

「この 山の 上に は、 あまんじ やくと いう わるものが 住 



るす まえ く し 

んで いる。 留守に お前 をと りに 来る かも 知れない から 

けっして 戸 を あけて はいけ ない よご 

といって、 しっかり 戸 をし めて 出て 行きました。 

二 

うりこ ひめこ ひとり 

すると ある 日の こと、 瓜 子 姫 子が 一人で、 とんから 

+6.. こ お 

りこ、 とんから りこ、 ぎい ぎい ばったん、 機 を 織って 

ぉリ ますと、 とうとう あまんじ やくが やって来ました 

そして やさしい 猫なで声 をつ くって、 

「もしもし、 瓜 子 姫 子、 この 戸 を あけて おくれな。 
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